
APIレセ電データ作成

Request_Number＝00（情報取得） ※医保分のレセ電データ作成時に必要な情報取得を行います。

　(医療機関コード変更又は直接請求する保険者の登録がある場合必要)
Request_Number＝01（処理実施） ※設定内容でレセ電データ作成を行います。作成したレセ電データの件数と帳票の枚数をＰＵＳＨ通知を行います。

　月途中に医療機関コードが変更されている月のレセ電データの作成については、日レセの通常業務と同様出来きません。

Request_Number＝02（処理確認） ※設定した内容に該当する処理の確認を行います。

リクエスト内容レセプト作成（xml_receiptdata_makev3req）
番号 項目名 内容 配列 桁数 必須 備考

1 Request_Number リクエスト番号 2 ◯ 00、01、02
2 Karte_Uid 電子カルテＵＩＤ 36 ◯

3 Orca_Uid オルカＵＩＤ 36 △ △：02 のとき必須　※１

4 Perform_Date 実施年月日 10
5 Perform_Month 診療年月 7 ◯

6 Ac_Date 請求年月日 10 ◯

7 Receipt_Mode 処理区分 2 ◯ 02：レセ電データ作成

8 InOut 入外区分 2 ◯ Ｉ：入院　Ｏ：入院外　OI、ＩＯ：入院、入院外　※６

9 Create_Mode 作成モード 6 Check：点検用　Check以外：提出用　　※２

10 Submission_Mode 提出先 2 ◯

※３
医保　02:社保 03:国保 04:広域
労災　05
アフターケア　06

11 Check_Mode レセ電データチェック 3 Yes：チェックする　Yes以外：チェックしない　※７

12 InsuranceProvider_Number 直接請求する保険者番号 8 ※４

13 Start_Month 期間指定(開始年月) 7 ※５

14 End_Month 期間指定(終了年月) 7 ※５

※１　リクエスト番号＝０１の時、ＵＩＤの取得をします。リクエスト番号＝０１で返却したUIDをリクエスト番号＝０２で送信します。

※２　医保分のとき、該当の診療年月に０点公費記載ありの点検用レセプトが存在する場合は「Check：点検用」のみ設定できます。

※３　システム管理「2005 レセプト・総括編集情報」の広域連合作成区分が「1 国保分と広域連合分をまとめて作成」のとき、提出先に「04 広域」は設定できません。

　　　アフターケアは、ver.5.0.0 では設定できません。

※４　リクエスト番号＝０１で提出先が社保の時、システム管理「2005 レセプト・総括編集情報」で直接請求を行う保険者を設定している場合は必須です。

※５　リクエスト番号＝０１で提出先が医保の時、システム管理「1001 医療機関情報」で医療機関コードの変更を行っている場合は必須です。

※６　提出先に「06 アフターケア」を設定しているときは「Ｏ：入院外」のみ設定できます。

※７　アフターケアについては、チェックリストは未提供のため「Yes」を設定しても作成は行いません。

レスポンス内容レセプト作成（xml_receiptdata_makev3res）
番号 項目名 内容 配列 桁数 備考

1 Request_Number リクエスト番号 2 00,01,02
2 Response_Number レスポンス番号 2 次回のリクエスト番号

3 Karte_Uid カルテＵＩＤ 36 送信内容

4 Orca_Uid オルカＵＩＤ 36 送信内容

5 Information_Date 処理日付 10 システム日付

6 Information_Time 処理時間 8 システム時間

7 Api_Result 処理区分 3 ※１

8 Api_Result_Message 処理メッセージ 100
9 Reskey 100

10 Submission_Mode 提出先 2 送信内容

11 Perform_Month 診療年月 7 送信内容

12 Start_Month 期間指定(開始年月) 7 送信内容

13 End_Month 期間指定(終了年月) 7 送信内容

14 InsuranceProvider_Number 直接請求する保険者番号 8 送信内容

15 Data_Id_Information ＩＤ一覧 10 リクエスト番号=01のときに返却

1 Data_Id データ用ＩＤ 37 プリントデータ以外の取得用ID
2 Print_Id 帳票用ＩＤ 37 プリントデータの取得用ID

16 Receiptdata_Warning_Info ワーニング一覧 5 リクエスト番号=01のときに返却

1 Receiptdata_Warning ワーニング区分 3 ※２

2 Receiptdata_Warning_Message ワーニングメッセージ 100
17 Effective_Period_Information 期間指定一覧 10 ※４

1 Info_Period_Start_Month 開始年月 7
2 Info_Period_End_Month 終了年月 7
3 Info_Period_Select_Mode 選択区分 2

18 InsuranceProvider_Information 直接請求する保険者一覧 10 ※３

1 Info_InsuranceProvider_Number 保険者番号 8
2 Info_InsuranceProvider_Name 保険者名称 30

19 All_Count 総件数 5 ※５

20 All_Number_Of_Sheets 総枚数 5 ※５

※１　正常終了：【０００】、エラーあり：【EXX】
※２　ワーニングあり：【WＸＸ】

※３　リクエスト番号=００の時に返却

　　　社保の場合にシステム管理「2005 レセプト・総括印刷情報」の直接請求を行う保険者に設定してある保険者情報を返却します。

　　　直接請求を行う保険者以外の社保分として保険者番号「００００００００」、保険者名称「直接請求する保険者以外」を返却します。

※４　リクエスト番号=００の時に返却

　　　医保の場合にシステム管理「1001 医療機関情報」で医療機関コードの変更が行われているときに医療機関コード毎の期間を返却します。

　　　選択区分に「Ng」が返却されている期間については、月途中に医療機関コードが変更されているのでリクエスト番号=０１，０２の時に設定できません。

※５　リクエスト番号＝０２の時、作成したレセ電データのレセプト件数、帳票枚数を返却します。


